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　自動車周辺の危険な状況に関する情報をドラ

イバに提供して安全運転を支援するシステムを

運転支援システムと言う。このようなシステム

はドライバがシステムを受け容れ、利用しては

じめてその効果を発揮する。ドライバがシステ

ムを受け容れることをドライバ受容性という

が、このドライバ受容性を高めるためには、親

切ではあるがお節介にはならないような方法で

情報や警告を提供する必要がある。我々が開発

したドライバに適応した運転支援システムは、

ドライバ受容性を高めることを目的とした運転

支援システムで、そのためにドライバの状態を

モニターしてその状態に適応して情報や警告を

提供する点に特徴がある。

　システムに含まれる機能は、図１に示すよ

うに、ドライバの顔と脈拍をモニターするド

ライバモニタリング、前方路面の湿潤状態検

出、車間距離計測、車車間通信、ドライバ適

応型ディスプレイ、自動車の進行方向を照明

する配光制御ヘッドランプ、緊急状態を後続

車や周辺車に示す機能性リアランプなどであ

る。ドライバモニタリングは、ドライバがカ

メラを意識しないようにルームミラーに内蔵

したCCDカメラで行い、ドライバの居眠りや

脇見を検出する。情報や警告は、音声とナビ

ゲーションシステムを使った画面で提供す

る。ドライバが居眠りや脇見をしており、か

つ前方路面が濡れて車間距離が小さい場合に

は強い警告を早めに出す。しかしドライバが

正常に運転しているときには、たとえ前方に

危険が迫っていても、軽い情報を遅くに出

す。ドライバの状態と車前方の危険の程度を

考慮して注意や警告を出すことによって、親

切ではあるがお節介ではない支援を実現して

いる。先行車が検出した危険情報は車車間通

信で後続車に伝えることもできる。車車間通

信を使って自車位置や速度の情報を交換する

と、交差点での出会い頭事故を防ぐことも可

能となる。

　2004年2月に総合実験と評価を行ったが、図

２は各機能の必要性に関して関係者が行った評

価の結果である。車間距離警報、出会い頭衝突

防止警報、急ブレーキ警報、緊急時リアランプ

などが必要性が高いと評価されている。
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図1　ヒューマンセンタードITSビューエ
イドシステムに含まれる機能

図2　各機能の必要性に関
する関係者による評価


